
京都老舗の会
NEWS LETTER

京都老舗の会では、京都の老舗に伝わる経営理念や時代の変化への対応、存続の危機への対応など、老舗企業の
知恵を学ぶ機会として、平成２４年から龍谷大学と連携して連続講座を実施してきました。

今年度は、５月～７月にかけて、老舗が代々受け継いできた伝統と新しいものづくりへの挑戦について、５名の
老舗経営者にご講演いただくとともに、店舗や工房、工場の見学にご協力いただきました。
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中村ローソクの歴史

中村ローソクの京都での歩みは、

京都西洞院二条で和蝋燭を作り始め

ました。その地で七代商いを行った

後、分家して私が四代目となります。

現在は、地下鉄竹田駅東口近くに店

を構えており、和蝋燭の製造・販売

を行っています。また、店内は工房

にもなっておりますので、原材料は

どのようなものなのか、どうやって

和蝋燭が作られているかを見てもら

うことができます。和蝋燭というも

のを聞いたこと、見たことはあって

も、使ったことはないという方が多

いと思います。そのため、作り方や

使い方について、私たち和蝋燭職人

にとっては普通の知識であっても、

世間ではほとんど知られていないと

いうことが非常に多いです。

和蝋燭の特徴

和蝋燭の原材料について少しお話し

ます。仏事での使用が主な用途ですの

で、動物性や石油系の油は一切使いま

せん。蜜蝋を使っていると思うかもし

れませんが、ハチの唾液を使ったもの

ですのでお寺では使われません。その

ため、櫨蝋（はぜろう）が使われます

が、現在、原材料の櫨を作る方はほと

んどいません。櫨は、うるし科の植物

ですので、肌が負けてしまう方や、体

調を崩す方もおられ採る方が少なく

なっています。また、雲仙普賢岳の噴

火により土石流が流れ、一大産地で

あった島原で櫨が採れなくなってしま

いました。そこで、米ぬかやパームや

し油を使ったものが一番櫨と近かった

ということで、代用品として現在も使

われています。

蝋燭の芯の部分については、和紙が

使われており、周りにい草を巻いて芯

を太くします。なぜ太くするかという

と、植物性の油は火力が弱いからです。

火力が弱いから芯を太くする、芯が太

いから消えにくいという特徴がありま

す。法要などで途中で火が消えてしま

う“立ち消え“は縁起が悪いことです

から、それを防ぐことができます。

その他にも、火を消すときには“芯

切り”と言われる、蝋燭の芯をハサミ

で切ってしまう作業を行うことで煙が

出ないこととか、蝋が仏具等に着いて

しまってもお湯に浸けることで溶けて

きれいに落とすことが出来るなど、私

たちにとっては当たり前のことが知ら

れていないことが非常に多いと思いま

す。

和蝋燭の炎

和蝋燭の炎は、オレンジ色をしてい

ます。この炎で、舞妓さんの白塗りさ

れた肌を照らすと人肌と同じ色になり

ます。また、歌舞伎役者の隈取りにつ

いても同じです。赤く塗った部分は黒

い影となり、白い部分は肌の色となり

ます。これにより、役者の表情が怒っ

ているように見えたり、泣いている顔

に見えるようになっています。そう

いった文化的な部分を含めたことをど

れだけの人が知っているでしょうか。

私はよく新しいことにチャレンジして

いるねと言われることが多いですが、

実は昔からあることをやっていたり、

伝えることが多いです。つまり、新し

いことをばかりを考えなくても、忘れ

られていることは新しいことをやって

いるように受け取られます。そういっ

たことを知識の引き出しに入れておく

ことが非常に役立ちます。皆さんも是

非、老舗の経営者から学んでください。

“和繋ぎびと”とは？

私は和蝋燭職人としてだけではなく、

“和繋ぎびと”と名乗っていろいろな

所で話をしております。それはなぜか

というと、伝統工芸というものは、こ

れまでは基本的に右肩上がりでしたが

少しずつ右肩下がりとなっています。

そのため、今使ってもらえる蝋燭、伝

統産業品を作っていくことが求められ

ています。いわゆる老舗と呼ばれてい

るところは、どこも新しいもの、その

時代に合う物を作っています。そうい

うことから、私も和蝋燭職人ではあり

ますが、和蝋燭のこと、職人のこと、

その物の使い方、歴史、背景を含めて

知ってもらうため、和蝋燭の灯りの元

での食・物・文化をいろいろな人の前

で話すようになりました。

これまで、このような和を繋ぐとい

う活動を怠ったことが、和蝋燭が世間

に知られていないことの原因でもある

と思いますので、今後もこの活動を続

けていきたいと思っています。

“和繋ぎびと”の役割とは？

（有）中村ローソク
【和ローソク】和蝋燭職人 田川広一
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近江屋ロープの歴史

創業は1805年前後、江戸時代の末

期に滋賀県の堅田から創業者が京都

へ上って商いを始めました。その時

代の堅田という地域は、織物の産地

として麻糸や綿布を産出したそうで

す。創業者は、その製品を持って商

いを始めましたが、なぜか着物業界

に参入せず、産業資材や農業資材と

しての「綱」を製造販売するように

なっていきました。現在も、「綱」

ロープは取り扱っておりますが、物

流設備工事や農林機械、環境関連の

資材が事業の根幹を作っています。

江戸時代が終わり、明治、大正時代

には、農業用の資材として綱が大変

多く使われていましたが、第一次世

界大戦後の世界恐慌の際は、商売が

停滞してしまっていたため、京都だ

けでなく西日本各地への卸売も始め

ました。その後、第二次世界大戦が

終わり、高度経済成長期までは業績

も非常に好調でした。私も平成3年に

8代目社長に就任しましたが、バブル

景気にも恵まれて事業が非常に好調

でしたので、新しい商品の販売にも

チャレンジしていきました。

人生の試練

しかしながら、バブル経済の崩壊

後に試練が訪れました。当時は、辛

抱していればまた回復期に入るだろ

うと思い込んでおりましたが、経営

の悪化は止まらず、大変厳しい状況

になっていきました、

皆さんにも覚えていただきたいこ

とがあります。“時代が変わるとビ

ジネスの環境が変わる。それまでの

商法が通じなくなる。そしてこの流

れは今後一層進んでいく。”という

ことです。

会社再生までの道のり

その後、現在この会社がどうなっ

ているかと言いますと、業績はバブ

ルの絶頂期を上回る成績を上げるま

でに回復再生しています。

業績を押し上げた新分野と社会的

背景について説明しますと、一番成

功した分野は獣害防止用ネットの開

発です。しかしながら、最初からこ

の事業にたどり着いたわけではなく、

衰退していた林業分野の環境が変

わったことから、チャンスを見出し

ました。具体的には、地球温暖化の

影響等により、野生動物の個体数が

激増していたという社会的背景があ

りました。開発したシカやイノシシ

用の獣害防止ネットが自治体や農林

水産省の事業に取り入れられること

で我々の主力製品となりました。

ユーザーである林業家や農家の要望

を聞き入れて、製品を開発し、ビジ

ネスを展開する企業努力の過程で、

安易に利益を追求するだけでなく、

現代社会に貢献できる事業にしてゆ

くことが大切です。

よく会社を再生できてよかったで

すねと言われることがありますが、

なぜ再生できたかをよく考えていく

必要があります。これまで売れてい

たものが、ある日売れなくなること

もあります。その時に覚悟しなけれ

ばいけないのは、“時代の流れを変

えることはできない”ということで

す。しかしそうした中でも、自分を

変えることはできます。改革の原点

は、自己変革であって、外の変化に

むけて、柔軟な心で対応することが

必要です。

企業が時代を超えて生きるために

どうすれば老舗が長く生き続けら

れるのかという疑問に対して、私は

こう考えます。新しい商品や技術の

開発の必要性は誰でも言えることで

す。しかし、最も大切なことはリー

ダー自身が変わっていくことだと思

います。試練というものは、我々

リーダに変革を呼びかけているもの

と受け止めています。私の場合には、

試練の中で、老舗の暖簾を守るだけ

でなく、社員やその家族の人生こそ、

守っていかなければいけない、そう

いう生き方をしようと変わっていけ

たことです。

また、この自己変革の上で、開発

のテーマには会社のＤＮＡが大切で

す。私も林業や農業分野を捨てるこ

となく、そこでチャンスを探したこ

とが事業成功につながりました。そ

して、リーダーと社員が主従関係で

はなく響働の関係となる風土を作り、

この風土を継承していくことが現代

の老舗経営者には求められると思い

ます。

企業が時代を超えていきるために

近江屋ロープ（株）
【ロープの販売】代表取締役社長 野々内達雄
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京都のまちと念珠

念珠の制作は全国で行われていま

すが、京都が最も大きく集中された

産業の地となっています。その京都

のまちと念珠の関係についてお話し

ます。現在の京都の町並みは、豊臣

秀吉が行った天正の地割によりおお

よその形が作られたと言われていま

す。この時、鴨川や寺院についても

現在の町並みに作り直されました。

そして、浄土宗西山深草派の総本山

誓願寺も西陣から移転しここを中心

に繁華街が形成されました。そのた

め、お参りする方も多くなったため、

そこで使う念珠を製造、販売するた

め安田念珠店も営業を始めました。

京都が現在、念珠の生産の大部分

を占めているのには三つの理由があ

ると思います。一つ目の理由は、多

くの宗派の総本山の多くが京都にあ

るということです。これにより一生

に一度は本山にお参りしたいという

全国的な人の流れが、京都に集まり

ます。このため、京都にはそれだけ

の市場があるということになります。

二つ目の理由は、江戸時代から絹

糸の一大集積地であったため、生地

にするために余った糸を念珠の作成

に使うために安く仕入れることがで

きました。

三つ目の理由は、分業が成り立っ

ていたことです。京都の多くの伝統

産業がそうであるように、様々な作

業を分担して一つのものを完成させ

る組織が出来上がっていたことがあ

ります。

このようなことから、京都のまち

と念珠は深い関わりがあったものと

考えております。

仏教の伝来と念珠の進化

元々の念珠の起源は、バラモン教

で数を数えるためのものとして、具

体的には神様の数を数えるために

使っていたものを輪でつなげたもの

と言われています。それを仏教が取

り入れた際に、百八という数が出て

きました。この数字は皆さんもご存

じのとおり、大晦日の除夜の鐘や煩

悩の数でもあるのですが、古代の遺

跡や人々の生活にも様々な形で残さ

れており、とても不思議な数字であ

ると私は思っています。

次に念珠の形についてお話しした

いと思います。念珠の形は宗派に

よって異なります。天台宗や浄土宗、

臨済宗など宗派によって形が異なっ

ており、それぞれ使い方が違ってい

たり、形自体にも意味があります。

このことは、お店に来られるお客様

にも知っておられない方もおられま

す。そのような時は、この宗派はこ

の形ですねというようなことで案内

します。

また、近年京都にも多くの海外の

方が来られ、私たちのお店にも訪れ

てくださります。海外の方は、「こ

の店は、何のお店ですか。アクセサ

リーを売っているのですか。」

と聞かれることが多いのですが、

「いえ、これは“prayer beads”お

祈りのための道具です。」と答えま

す。さらに、先ほどの宗派ごとの念

珠の違いについても話すと、「すご

いことだ。文化の中に、祈りが形と

して残っているは日本だけではない

か。」と感動されます。これはすば

らしいことだと思います。

日本における“祈り”の文化

私は、“祈り”をいうものをもう

一度見つめ直してほしいと思ってい

ます。大量生産の時代から、心の豊

かさを求める時代の中で、その

「心」に触れる商品として念珠を育

てていければと願っております。念

珠は、人間の純粋な思いに寄り添う

アイテムですので、手のひらから伝

わるぬくもりがあります。これから

もそうした念珠を作り続けたいです

し、真の豊かさに少しでも貢献出来

ればとも願っております。

（株）安田念珠店
【念珠】代表取締役 安田容造
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啓明商事の紹介

会社の創業は明治27年、今年で124
年目になる会社です。初代の野瀬兼
次郎が滋賀県彦根市の近くにある町
から出てきて行商を始めました。現
在の仕事内容は、製造卸業者と小売
店をつなぐ問屋業を行っております。
着物の作成は、図案を書く人、染め
る人など分業制になっておりますの
で、それをとりまとめる製造卸業者
があります。小売店に関しては、北
は北海道から南は宮崎ぐらいまでの
エリアで取引があります。主な取扱
商品としては、着物の振り袖以外の
ものです。それに関連して、宝飾品
やバック等も扱っております。ただ、
売り上げの割合としては、約9割が着
物で占めています。社屋は、初代が
建てた町家を使っており、祇園祭の
際には、会社のロビーを一般公開し
てイベントも行っています。

私は入社して12年目で、一般社会
では中堅と言われますが、この業界
は60代から70代の方が多く、よく驚
かれます。また、大学を卒業してか
ら、他の業界を経験することなく着
物業界へ入りましたので、まったく
着物のこともわからず仕事を始めま
した。昨年度、代表取締役社長に就
任しまして、啓明商事の4代目となり
ます。また、年間の半分ぐらいは着
物を着ており、仕事で出張にも出る
ことが多いですが、男性の着物姿は
現代ではめずらしいのではないで
しょうか。海外の展示会へ出展した
際も、大きな反響をもらいました。

着物の種類と歴史

扱う着物は、女性向けのものが多

いです。大きく二つに分けると、後

染のものと先染のものがあります。

後染とは、白生地に文字通り後から

染めを行って作るもので、基本的に

はフォーマル的なものになります。

先染とは、先に糸の段階で染めてい

くもので、織っていくことで柄が出

てきます。こちらは基本的には、お

しゃれ着として使用されます。中に

はフォーマルの柄を入れるものもあ

りますが、ＴＰＯからくずしたお

しゃれをしているというイメージを

していただければと思います。着物

の柄や形には意味があり、ＴＰＯに

合わせた着こなしができます。

また、現在の着物の形の昔は、平

安時代にその原型が作られたと言わ

れています。その後、明治、大正時

代に入ったぐらいまでは、多くの人

が着物を着ており、日常品として着

物が人々の生活に必要不可欠なもの

であったと言えます。生地の素材も、

現在のように絹が大半ということは

なく、木綿、麻等を使ったものが多

くありました。価格としても、だい

たい現代の価格価値に合わせると1万

円程度で買えたので、現在の洋服の

ような感覚であったと思います。洋

服が定着したのは、戦後に入ってか

らで、洋服文化が進めば進むほど、

着物を着る人も少なくなっていきま

した。そこで、呉服屋さんは、嫁入

り道具として着物を売っていくこと

を始めました。

ただ、現在では嫁入り道具としても

使う方はあまりいません。嫁入り道

具として持って行くというよりも、

結婚式で着たい等、このシーンで着

ようというニーズに変わっています。

市場規模としても、昭和56年頃に

ピークを迎え、現在は約2,800億円程

度と言われています。それでもまだ

多いと思われるかもしれませんが、

これは着物が好きな方によって支え

られています。

着物、呉服業界の今

現在のお客様の多くは、50代以上、

その中でも60代の女性となっていま

す。この年代の方々は、日本の文化

として知ってみたいという方が増え

ています。それでも、人数としては

多くはありません。

こうした中、私たちも委託販売と

いう方法を30年程前からやっていま

す。これは着物を小売店に貸して、

販売されたものだけを買い取っても

らう方法です。実際は、私たちが販

売企画を提案した上で、小売店にお

客様を呼んでもらい、店に販売員と

しても入っています。ただし、この

ビジネスモデルも30年経過して疲弊

してきていますので、今後は、どう

いった場面で着るのかという提案を

して、ユーザーともしっかりと話を

してマーケットを構築していくこと

が必要です。加えて、職人さんが高

齢になってきており、次世代職人の

育成もしていかなければならないと

考えています。

呉服卸から見た着物業界の現状

啓明商事（株）
【呉服卸業】代表取締役社長 野瀬守弘
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お茶屋の役割と花街(かがい)

お茶屋とは、芸妓さんや舞妓さん

をお客様の依頼に応じて手配するこ

とが仕事です。座敷を使ってお客様

だけで宴会をするだけの場ではあり

ませんし、食事だけをするお料理屋

さんでもありません。

では、芸妓さんや舞妓さんが何を

するのかと言いますと、お客様の前

で娯楽としてや、お祝いの席では祝

舞として舞うこともあります。また、

接待の場でお相手をする事で場を和

やかにさせて頂きます。確かにお茶

屋遊びという言葉があるように、お

酒のお相手やお座敷遊びで楽しいひ

とときを過ごしてもらう意味もあり

ますが、私たちは、研かれた芸をご

披露することが大事な仕事だと思っ

ています。

京都には、祇園甲部の他に、上七

軒、先斗町、祇園東、宮川町の５つ

の花街(かがい)があり、それぞれに

所属する芸妓さん、舞妓さんがいま

す。昔から八坂神社から清水寺まで

の東山一帯はお花見や紅葉狩りの名

所で、そこの茶店で働いていた女性

が祇園の芸妓さんや舞妓さんの起こ

りであると言われています。

一力亭の歴史と都をどり

一力亭は当初、万屋(よろずや)と

いう屋号で営業していましたが、明

治になって“万”の字を“一”と

“力”に分けて一力亭となりました。

幕末の大火で、当時の資料は焼けて

しまったのですが、お寺の過去帳で

は元禄12年に亡くなった人まで遡れ

ますので、その方を初代、元禄2年を

創業として現在の当主は14代目です。

その中の9代目当主の時代は、明治

の激動期でした。東京遷都が行われ、

京都の街が寂れてしまった状況で何

とかしなければならないという想い

がありました。そこで当時の京都府

知事や参与とで博覧会の開催と今で

言うアトラクションとして都をどり

を計画しました。その際、都をどり

を誰に指導してもらうかという話の

中で、井上流の家元に引き受けてい

ただきました。その条件として、今

後祇園町は井上流一本で行くこと、

井上流も祇園町以外の花柳界には指

導しないという約束が決められ、現

在に至っています。井上流は、仙洞

御所や近衛家で舞の指南をしていた

方である初世井上サトが起こした座

敷舞の流儀です。従って、歌舞伎の

ように華やかで、動作の大きい踊り

ではなく、能のような静かで、豊か

な表情も作らないような舞となり、

また、それが格調高さを誇る井上流

の特徴でもあります。

現在の祇園花街について

後継者の問題もあり、お茶屋の数

は減っており現在60軒程度となって

います。一方、舞妓さんは昭和60年

頃に10人代まで減ったものの、近年

は20人から30人まで増えてきました

が、地方さんを含め芸妓さんの総数

は減り続けています。花街は、お茶

屋だけで成立しているわけではあり

ません。舞妓さんを育てる置屋、お

師匠さん方、料理を届ける仕出し屋、

着物の着付け等をしてもらう男衆

（おとこし）さん達がいます。また、

舞妓さんは、たくさんの伝統文化を

身に付けているとも言え、髪結いさ

ん、呉服屋さんなど多くの人達の

伝統の技によって支えられています。

また、年始めの誓いを行う始業式や

節分、祇園祭、お中元の挨拶を行う

八朔、年末の挨拶を行う事始めなど

の年中行事も大切にしています。

“おもてなし”とは？

「ご紹介がないとお受けできない

決まり」である“一見さんお断り”

がありますが、これは女性中心の職

場であることや、原則、お食事代、

お車代などの請求がすべてお茶屋に

来てお立替えする事となっているた

め、やはり信頼関係がある方でない

と困ることから出来上がったもので

す。また、芸舞妓の数も限られてい

るので、間口を広げてしまい、自分

たちが困ることを防ぐ知恵だと思い

ます。また、初めて紹介された一軒

だけ出入りするお茶屋を決めること

を“宿坊を決める”と言いますが、

限られた祇園町の中で、いろんなお

茶屋が栄え、町が賑わい、共存して

いくための仕組みです。

私の個人的な思いですが、お客様

に気持ちよく場を過ごしてもらうた

めに何ができるかを考えること、決

して声高に外へアピールする事では

なくその思いこそが“おもてなし”

だと思います。そのためには、自分

の心を砕いて、相手の立場になって

気持ちを思うことが必要です。また、

日常生活の中で日本古来の文化に触

れる機会が減ってきていますが、実

際に経験すると日本人として心に響

くものがあると思いますので、花街

という世界の文化を大切にしていき

たいですし、皆様にも応援していた

だきたいと思います。そのために、

微力ながら頑張っていきたいと思い

ます。

お茶屋の役割、花街とは？

一力亭
【お茶屋】女将 杉浦京子


